
 

 

【第１号議案】 

令和３年度事業計画（案）及び収支予算（案）について 
 

１ 令和３年度事業計画（案） 

（１）会議の開催  

● 実行委員会の開催（２回） 

◇第３回総会：令和３年７月頃 

経過報告、令和２年度事業報告及び収支決算、基本計画の作成概要、 

樹種選定、大会テーマ・シンボルマークの募集 

◇第４回総会：令和４年３月頃 

経過報告、令和４年度事業計画（案）及び収支予算（案）､基本計画（素案１）､ 

大会テーマ・シンボルマークの決定、大会原画ポスターの募集 

●  幹事会の開催（２回） 

◇第２回会議：令和３年６月頃 

第３回総会に係る審議事項等 

◇第３回会議：令和４年２月頃 

第４回総会に係る審議事項等 

● 専門委員会の開催（３部門） 

◇式典専門委員会【継続】 

◇森林資源循環利用専門委員会【継続】 

◇大会テーマ・シンボルマーク・大会原画ポスター専門委員会【継続】 

※次年度以降も、必要に応じて専門委員会を追加設置 
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（２）基本計画の検討  

基本構想に基づき、基本計画を検討。（令和３～４年度） 

第４回総会（令和４年３月頃）で基本計画（素案１）、第５回総会（令和４年７月

頃）で基本計画（素案２）、第６回総会（令和５年１～３月頃）で基本計画（案）を

審議後、国土緑化推進機構特別委員会（令和５年２月予定）で承認予定。 

 

（３）会場整備の検討  

式典会場候補地である「ジップアリーナ岡山」の会場レイアウトや、植樹会

場等の整備計画を検討。 

 

（４）全国植樹祭開催機運醸成に向けた取組  

機会を捉えて情報発信し、開催の機運を高める取組を実施。 

● 苗木の育成体験の実施 

森林や身近な緑の大切さについて、幅広い世代の方々に知っていただくと

ともに、植樹祭の開催機運の醸成を図るため、記念事業等で活用する苗木

を、県内の企業及び自治会や学校等の各種団体に育てていただく「苗木の

ホームステイ・スクールステイ」の取組を、令和２年度のモデル事業を踏

まえ、令和３年度から本格的に実施。 

● 広報活動の実施 

県ホームページや広報誌など様々な媒体を通じて取組を情報発信するとと

もに、のぼり旗やチラシなどの広報啓発品を制作し、各種イベント等を通

じたＰＲにより、全国植樹祭の開催に向けた気運を醸成。 

・全国植樹祭ホームページの開設 

・新聞、ラジオ、テレビ、ＳＮＳ等を活用した大会ＰＲ 

・のぼり旗、チラシ等広報啓発品による大会ＰＲ 等 



２ 令和３年度収支予算（案） 
 

（１）収入の部 （千円） 
 

区 分 予 算 額 摘  要 

１ 負担金 １４，９８０ 岡山県負担金 

２ 諸収入    ０  

合 計 １４，９８０  

 

 
 

（２）支出の部                           （千円） 
 

区 分 予 算 額 摘  要 

１ 総務費 １，２１３ 
実行委員会・幹事会・専門委員会 

開催費 等 

２ 開催事業費 １１，１９９ 
基本計画作成、苗木の育成体験実施 

等 

３ 広報啓発費 ２，５６８ 
大会テーマ・シンボルマーク選定、 

ホームページ開設、広報啓発 等 

合 計 １４，９８０  

 


